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　徳島県教育委員会教育長の榊でございます。教職員の皆様方には、徳島の未来を担う
子どもたちのために、日頃から多大なご貢献をいただいておりますこと、心から感謝
申し上げます。
　さて、喫緊の課題であります、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、児童
生徒の安全・安心を確保するため、昨年から引き続き、徹底した感染症対策のもと、
学びの保障に多大なご尽力を頂いております。県教育委員会では、「徳島ならでは」の教育
により、大きな夢や高い目標を持って、未知の世界に果敢に挑戦する、夢と志あふれる「人財」
の育成に向け、徳島県ＧＩＧＡスクール構想をはじめとする、様々な教育施策を推し進
めているところでございますが、これもひとえに、教職員の皆さんのお力にほかなりま
せん。
　感染症対策や新たな教育への対応など、教育を取り巻く環境にはたいへん厳しいもの
がありますが、これを乗り越えるためにも、働き方改革の推進が不可欠です。県教育委
員会では、令和３年３月に「とくしまの学校における働き方改革プラン（第２期）」を策

定いたしました。第２期プランでは、アフターコロナを見据えた徳島ならではの「新時代の学び」と、教職員の皆さ
んの「働きやすい職場環境づくり」や「職業としての魅力度向上」を目指しています。そのために、まずは教職員の
皆さん一人一人の意識改革も大切です。
　昨年６月発行の本紙において、私からのメッセージとして、次のことを皆さんにお願いしたところです。
　「これからの新しい時代に適応していくため、各々が工夫を凝らし、その取組を全体にシェアしていくことにより、
子どもたちの夢を実現できるような学校づくりを目指してください。そうした工夫とシェアの積み重ねを、各学校の
文化として育てていくことが、子どもたちだけでなく、学校自体の成長となると信じています」
　今年度におきましても、本県の教育力を結集し、様々な施策を着実かつスピード感を持って展開していくため、
組織横断的な取組をお願いします。そうしたご尽力が、来年度以降においても持続可能な取組となりますよう、
併せてお願いいたしますとともに、皆様方のご健勝とご活躍をお祈り申し上げ、私からのあいさつといたします。
どうぞよろしくお願いいたします。

　６月に入り、徳島県内の感染状況は落ちつきをみせておりますが、
一旦収束しても再度感染者が増加する事態も十分予想されます。特に、
徳島県では、従来株よりも感染しやすい可能性のある『変異株』の感染
者割合が増加しており、児童生徒等への影響が注視されています。
　国立感染症研究所によれば、変異株への対策としては従来と同様に
『基本的な感染症対策』が推奨されています。

　　　　　　◦マスクの着用
　　　　　　◦手洗い、手指消毒
　　　　　　◦�３密（密閉、密集、密接）に限らず１密、

２密の回避（特にリスクの高い５つの場
面の回避）　

　　　　　　　　各学校にお配りしている教職員用のチェックリストを　　　　
　　　　　　　　参考に、感染症対策の徹底・継続をお願いします。

基本的な感染症対策の
徹底をお願いします

徳島県教育委員会
教育長
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教育長からのメッセージ

　学校関係者に感染が急増したことを受け、部活動
における更なる感染対策強化について、通知してお
ります。
　また、５月にお配りしている「部活動顧問用チェッ
クリスト」をご活用いただくとともに、部活動ごと
に「活動計画」及び「感染防止マニュアル」を作成し、�
感染拡大がおこらないよう、以下の点等を確認しな
がら万全の対策をお願いします。�
　○活動時間制限の厳守
　○部員の体調の把握（体調不良者は参加させない）
　○顧問は原則マスク着用、大声での指導はしない
　○活動後の部室の使い方の指導

新型コロナウイルス感染症
部活動における
感 染 症 対 策

◦お問合せ　体育学校安全課　電話�088-621-3171・3165



徳島県ＧＩＧＡスクール構想 令和時代の
新しい教育スタイルへ

１人１台端末のよさを生かした活用シーンを紹介します。

　教職員の皆様を対象に、ICTを活用した授業づくりのヒントや具体例等を
毎月配信しています。「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業
づくり等に、ぜひ役立てていただければと思います。

「GIGA・とくしま学び通信」（小学校・中学校・高等学校）

グループウェア・Joruriの掲示板で、全ての教職員に毎月配信中！

◦お問合せ　徳島県教育委員会　学校教育課　電話�088-621-3114

こちらから
ご覧ください！

　1人1台端末の活用により、教師・児童生徒の力を最大限に引き出すことが期待され、授業スタイルは大きく
変わります。鉛筆やノートと同じように活用するなど、端末を効果的にフル活用することにより、学校教育活
動のさらなる質の向上を目指します。

　１人１台端末を積極的に活用し、平時、有事を問わず、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、
公正に個別最適化された学びを推進することを目的としています。

小学校

演技を動画撮影
跳び箱運動の様子を撮影して
もらい、自分の動きを確認し
ている。課題を客観的に把握
できる。

撮影した写真を紹介
めだかの卵の様子を、画面を
拡大して、細かいところまで
相手に伝えている。

中学校

遠隔で意見交換
通信アプリを活用して、離れ
たところにいる人と、リアル
タイムで意見交換をしている。

デジタル教科書の活用
教科書に掲載されている小さ
なグラフ資料でも、デジタル
教科書を使うと、抽出、拡大
表示ができる。

高等学校

音読のスキルアップ
１人１人がヘッドセットを使
用。録音機能を活用して、音
読の課題を個別に録音してい
る。

プレゼン資料の作成
調べた情報を整理して、図や
写真等を活用し、わかりやす
いプレゼン資料を作成してい
る。

特別支援学校

ポスター作り
ジョイスティック型マウスを
使って端末を操作し、文字入
力をしている。

インターネットで検索
用語の意味や各種情報を自分
で調べながら、学習内容をま
とめている。

とくしまの教育２



学校における働き方改革プラン（第２期）を策定しました！

徳島県の勤務実態（R2徳島県調査）

学校における働き方改革プラン（第２期）とは？

教職員の皆様へ

取組の柱《１》タイムマネジメントの徹底 取組の柱《２》業務改善の更なる推進
①�出退勤管理システムの活用による徹底したタイムマネジメントの推進
②�長期休業期間等における休日のまとめ取りのための
　１年単位の変形労働時間制の周知
③年次有給休暇の取得促進　　　　　　　　　　　等

①�徳島県ＧＩＧＡスクール構想の実装による授業形態や手法の進化
　及び事務処理の効率化
②県下統一した学校業務支援システムによる業務改善の推進
③更なる研修の進化（Ｗｅｂ会議の積極的活用等）� 等

取組の柱《３》外部人材の積極的活用 取組の柱《４》部活動の適正化
①�スクール・サポート・スタッフ、部活動指導員、学習指導員
　「学びサポーター」等の配置促進
②�スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、
　スクールロイヤーによる教育相談体制の充実
③ＧＩＧＡスクールサポーターの積極的活用� 等

①�「部活動の在り方に関する方針」を踏まえた活動時間や休養日の
　取組徹底
②国の「学校の働き方改革を踏まえた部活動改革」への対応
③�合理的で効率的・効果的な活動のための科学的トレーニング等の
　導入促進� 等

　「教職員研修の見直し」「外部人材の活用推進」等の
取組により、「小学校で約20％」「中学校で約25％」
削減されるなど、一定の成果。

すなわち、教職員の働き方改革により、児童生徒と向き合う時間を確保しつつ、限られた時間の中で効果的な教育
活動を可能にするとともに、教職員の生活の質や教職人生を豊かにして人間性や創造性を高め、効果的な教育を持続
的に行う学校づくりをめざします！

　学校における働き方改革を着実に推進するため、教職員一人一人が仕事と生活の調和（ワークライフ
バランス）を視点とした、新しい働き方へと意識改革を図っていきましょう！

目的 業務の適正化と質的転換による教育力の向上と
持続可能な学校づくり

共通的留意事項
①法改正を踏まえた改革の推進
②ＧＩＧＡスクール構想の実装（デジタル化）を通じた改革の推進
③保護者・地域への理解促進

目標 １か月当たりの時間外在校等時間（平均）を
R2年度比「25％以上」削減（R3～ 5年度の3年間）

　45時間を超える教員の割合は、小学校では半
数近く、中学校では６割以上。80時間を超える
教員の割合は、中学校では依然として約３割。

平成30年度 令和元年度 令和2年度
小学校 59.1％ 57.8％ 46.0％
中学校 78.4％ 75.5％ 63.6％
県立学校 8.1％ 20.1％ 16.9％

１か月当たりの平均時間外在校等時間の推移 １か月の総時間外在校等時間が45時間を超える
教員の割合の推移
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第２期プランはこちら→

働き方改革についての
出前講座も行っています。
教育政策課�働き方・発信戦略担当
◦お問合せ　電話�088－621－3159

働き方改革！働き方改革！
みんなで声かけあって！ 力を合わせて！
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令和３年 6月 ３



　文部科学省は、学校教育における教育実践等に優れた成果を上げた教職員について、その功績を表彰するとともに広く周知し、あわせて我が国の教職
員の意欲及び資質の向上に資することを目的として、平成18年度から文部科学大臣優秀教職員表彰を実施しており、令和２年度は、全国で790名の
教職員と54の教職員組織が表彰されました。
　本県公立学校関係では、次の教職員と教職員組織が表彰されました。未知の世界に果敢に挑戦する、夢と志あふれる「人財」の育成に向け、今後とも、
教育に対する情熱と力量を遺憾なく発揮され、他の教職員の目標となる存在として、ますます活躍されることを期待しています。

令和２年度文部科学大臣優秀教職員表彰について

表彰を受けた教職員組織
●石井町浦庄小学校・高原小学校・高浦中学校
　（高浦中校区「学びのかけ橋」推進グループ）
実践分野：地域連携・協働の推進
活動内容：�「幼・小・中連携推進事業『学びのかけ橋』プロジェクト」

を円滑に進めるために、各校において、公開授業や出前授業
を定期的に実施し、対話的で深い学びの実現に取り組んだ。

●田中　香苗　教諭（美波町立由岐中学校）
　実践分野：学習指導
●川西　和男　教諭（徳島県立城西高等学校）
　実践分野：学習指導
●記本　貴寛　教諭（徳島県立徳島科学技術高等学校）
　実践分野：生徒指導・進路指導
●立石　美佐　教諭（徳島県立徳島視覚支援学校）
　実践分野：特別支援教育

教職員表彰を受けた皆さん
（役職・学校名については、令和2年度当時です。）
●手城　敦至　主査兼事務長（鳴門市撫養小学校）
　実践分野：学校運営の改善
●野々村歌織　教諭（美馬市立脇町小学校）
　実践分野：学習指導
●井藤　久也　教諭（徳島市富田中学校）
　実践分野：学校運営の改善

コンプライアンス推進に関するフレーズ・標語
令和 2年度の優秀作品

教育長賞
認め合う　心がパワハラ　防ぐ鍵
� 那賀町立相生小学校　教諭　大建　香織
教育次長賞
「冗談」と　言ってもおそい　その言葉
� 鳴門市鳴門東小学校　教諭　岡田　俊美

副教育長賞
「目」「気」「心」　配り配られ　ワンチーム 

徳島県立池田高等学校　教諭　井上　　力

教育次長賞
その言い方　大事な人にも　できますか
阿波市立阿波中学校　養護教諭　中矢　麻衣子

令和３年度　徳島県視聴覚教育指導者
研修講座を開講します‼

　　「デジタルコンテンツの設計と作成
　　　　　～ドローンを活用した事例から～」

開講日　令和３年８月19日（木）・20日（金）
　　　　午前10時から午後４時
会　場　徳島県立総合教育センター　　定　員　10名予定
講　師　一般社団法人　地域おこしドローン社　喜多　幸治　氏ほか
※徳島県立総合教育センターホームページにある実施要項をご参照ください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策により、内容等が変更する場合があります。

ドローンを活用し、伝えたいことを
効果的に表現する方法を学びませんか‼

◦お問合せ　徳島県立総合教育センター　生涯学習支援課
　　　　　　学習支援担当　電話�088-672-5400

躍動の青い力 四国総体 2022 競技開催期間
正式決定‼
競技開催期間
正式決定‼

受講者
募　集

◦お問合せ　教職員課　電話�088-621-3150

お知らせ
　本年度、不祥事が相次いだことを受けて
「不祥事根絶対策タスクフォース」を設置し、
現在、議論を重ね、対策を検討しております。
　７月中旬に、具体的な対策として教職員
の皆様に提示する予定です。

とくしまの教育４


